
成
25
年
度
外
務
省
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算（
政

府
案
）は
４
２
１
２
億
円
、３
年
連

続
で
増
額
。う
ち
技
術
協
力
予
算（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
運
営
費
交
付
金
）は
４
年
ぶ
り
、無
償
資
金

協
力
予
算
は
３
年
連
続
の
増
額
と
な
っ
た
。

　
今
回
の
予
算
編
成
の
第
１
の
柱
と
し
て

掲
げ
ら
れ
た
の
は
、普
遍
的
な
価
値
に
基
づ

き
、戦
略
的
な
外
交
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
展

開
し
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
動
き
。そ
の
一
環

と
し
て
、民
主
化
・
国
民
和
解
を
進
め
て
い

る
国
に
対
し
て
は
、戦
略
的
に
支
援
を
実
施

す
る
た
め
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
を
計
上
し
た
。具

体
的
に
は
、フ
ィ
リ
ピ
ン
の
海
上
保
安
能
力

強
化
な
ど
に
25
億
円
、法
制
度
整
備
・
民
主

化
支
援
に
４
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

　
ま
た「
人
間
の
安
全
保
障
」の
推
進
に
向

け
て
、「
第
５
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議（
Ｔ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｖ
）」を
念
頭
に
置
い
た
ア
フ
リ
カ
支

援
を
強
化
。
日
本
企
業
の
要
望
を
踏
ま
え

た
人
材
育
成
、配
電
網
整
備
、幹
線
道
路
整

備
な
ど
ア
フ
リ
カ
の
成
長
に
資
す
る
事
業
を

中
心
に
６
３
０
億
円
を
措
置
し
た
。こ
れ
に
、

環
境
防
災
対
策
や
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）達
成
な
ど
の
外
交
課
題
を
合
わ

せ
れ
ば
、ア
フ
リ
カ
関
連
で
は
、平
成
24
年
度

（
無
償
資
金
協
力
・
技
術
協
力
の
予
算
執

行
目
安
額
は
９
６
０
億
円
）を
上
回
る
規
模

の
予
算
が
全
体
で
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
、ア
ジ
ア
の〝
最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
〞と
し
て
今
後
の
成
長
が
注
目
さ
れ
る
ミ

ャ
ン
マ
ー
の
国
づ
く
り
支
援（
少
数
民
族
支

援
、人
づ
く
り
支
援
）に
は
、70
億
円
を
措
置

し
て
い
る
。

　
第
２
の
柱
は
、「
成
長
と
経
済
基
盤
の
強

化
に
資
す
る
外
交
〜
成
長
に
よ
る
富
の
創

出
〜
」。Ｏ
Ｄ
Ａ
を
活
用
し
て
日
本
の
成
長

平
成長と経済基盤の強化を
ODAで戦略的に実現

国際会議

ODA政策

と
経
済
基
盤
の
強
化
を
推
進
す
る
た
め
の

予
算
が
計
上
さ
れ
た
。
主
な
も
の
と
し
て

は
、日
本
の
技
術
、イ
ン
フ
ラ
輸
出
の
推
進

な
ど
に
よ
る
日
本
企
業
の
海
外
展
開
支
援

に
７
８
６
億
円
、平
成
24
年
度
か
ら
開
始
さ

れ
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
活
用
し
た
中
小
企
業
の
海

外
展
開
支
援
に
つ
い
て
、平
成
24
年
度
の
40

億
円
か
ら
65
億
円
に
大
幅
に
増
額
。さ
ら

に
、地
方
自
治
体
の
国
際
展
開
支
援
の
た
め

に
、新
規
に
53
億
円
を
措
置
し
た
。

　
ま
た
、ミ
ャ
ン
マ
ー
の
日
本
企
業
展
開
支

援
に
向
け
て
、中
央
銀
行
の
情
報
通
信
整

備
、ヤ
ン
ゴ
ン
上
水
道
改
修
な
ど
に
66
億
円

を
計
上
。ミ
ャ
ン
マ
ー
に
つ
い
て
は
、全
体
で

総
額
２
０
０
億
円
程
度
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
想
定

（
平
成
24
年
度
は
約
１
０
０
億
円
程
度
）し

て
い
る
。

　
ま
た
、東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
復

月
１
〜
３
日
に
開
催
さ
れ
る
「
第
５

回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｄ
Ｖ
）」
を
前
に
、
開
催
地
の
横
浜
を
は
じ

め
、日
本
各
地
で〝
ア
フ
リ
カ
熱
〞が
高
ま
っ
て

い
る
。

　
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
は
「Tokyo International 

C
onference on A

frican D
evelop-

m
ent

」
の
略
。日
本
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
１

９
９
３
年
に
第
１
回
が
東
京
で
開
催
さ
れ
て

以
降
、５
年
ご
と
に
首
脳
級
会
合
を
日
本
国

内
で
実
施
し
て
き
た
。目
的
は
ア
フ
リ
カ
の

「
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ（
自
助
努
力
）」と
国
際
社

会
と
の
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
重
視
し
た

開
発
の
実
現
。日
本
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
ほ

か
、
ア
フ
リ
カ
開
発
に
取
り
組
む
国
際
機
関

や
各
国
の
援
助
機
関
、企
業
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が

集
ま
り
、
ア
フ
リ
カ
の
抱
え
る
課
題
や
対
策

を
議
論
す
る
。

　
近
年
、
ア
フ
リ
カ
は
年
平
均
５
・
８
％
と

高
い
経
済
成
長
率
を
維
持
し
て
い
る
。一
方

で
、
い
ま
だ
域
内
の
人
口
の
約
半
数
が
１
日

１
ド
ル
25
セ
ン
ト
未
満
で
生
活
し
て
お
り
、
紛

争
や
感
染
症
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
国
や
地

域
も
少
な
く
な
い
。

　
そ
こ
で
、Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ 
Ｖ
で
は「
躍
動
す
る

ア
フ
リ
カ
と
手
を
携
え
て
―
質
の
高
い
成
長

を
目
指
し
て
―
」
を
テ
ー
マ
に
、①
強
固
で
持

続
可
能
な
経
済
、②
包
摂
的
で
強
じ
ん
な
社

会
、③
平
和
と
安
定
の
３
つ
を
柱
に
据
え
て

議
論
を
展
開
。ア
フ
リ
カ
経
済
・
社
会
の
包

括
的
な
発
展
を
目
指
す
と
と
も
に
、日
本
企

業
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
拡
大
に
も

つ
な
げ
た
い
考
え
。６
月
の
開
催
ま
で
に
、
日

本
各
地
で
は
関
連
の
セ
ミ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
展
示
会
な
ど
の
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
前
回
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
で
日
本
が
公
約
し

た
目
標
「
２
０
１
２
年
ま
で
に
対
ア
フ
リ
カ
Ｏ

Ｄ
Ａ
と
投
資
額
を
倍
増
す
る
」
に
つ
い
て
は
、

着
実
に
達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

6

興
支
援
と
し
て
、途
上
国
の
要
望
を
踏
ま
え

た
工
業
用
品
な
ど
の
供
与
に
20
億
円
を
措

置
し
た
。

　
平
成
25
年
度
の
政
府
全
体
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
予

算
は
、対
前
年
度
比
39
億
円
減（
0
・
7
％

減
）の
５
５
７
３
億
円
と
な
っ
た
。財
務
省
所

管
の
有
償
資
金
協
力
勘
定
出
資
金
の
減
少

（
63
億
円
減
）が
主
な
要
因
と
さ
れ
て
い
る

が
、過
去
の
円
借
款
案
件
の
貸
付
金
の
回

収
を
踏
ま
え
た
も
の
。
円
借
款
の
事
業
規

摸
自
体
は
９
１
５
０
億
円（
対
前
年
度
比
３

５
０
億
円
増
）を
確
保
し
て
い
る
。

　
平
成
25
年
度
は
、Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｖ
の
開
催

を
は
じ
め
、日
本
が
国
際
的
な
舞
台
で
の
プ

レ
ゼ
ン
ス
を
発
揮
で
き
る
機
会
も
多
い
。日

本
政
府
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
外
交
の
手
段
の
一
つ
と

し
て
、今
後
も
着
実
に
事
業
を
実
施
し
て
い

く
方
針
だ
。

政策
「平成25年度政府予算案」

「第5回アフリカ開発会議（TICAD V）」

“躍動するアフリカ”をテーマに

ココシリ
「ここが知りたい」
国際協力に関係する
いろんなトピックを
分かりやすく解説します！

日
本
、モ
ン
ゴ
ル
両
政
府
は
１
月
８
日
、

「
二
国
間
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

制
度
」に
関
す
る
二
国
間
文
書
に
署
名
し

た
。
日
本
政
府
が
提
唱
す
る
同
制
度
の
導

入
を
決
め
た
の
は
、モ
ン
ゴ
ル
政
府
が
初
め

て
。関
係
者
か
ら
も
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

　
同
日
に
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
で
行
わ
れ

た
式
典
で
は
、日
本
の
清
水
武
則
駐
モ
ン
ゴ

ル
大
使
と
モ
ン
ゴ
ル
の
サ
ン
ジ
ャ
ー
ス
レ
ン
・

オ
ヨ
ー
ン
自
然
環
境
・
グ
リ
ー
ン
開
発
大
臣

が
同
文
書
に
署
名
し
た
。こ
の
他
、日
本
側

か
ら
は
外
務
省
や
経
済
産
業
省
、環
境
省

な
ど
の
関
係
者
、モ
ン
ゴ
ル
側
か
ら
は
ト
ル
ガ

自
然
環
境
・
グ
リ
ー
ン
開
発
副
大
臣
、Ｍ
・

ソ
ノ
ン
ピ
ル
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
臣
ら
が
出
席
。

式
典
終
了
後
に
は
、同
国
政
府
関
係
者
を

集
め
て
、制
度
の
詳
細
を
説
明
す
る
セ
ミ
ナ

ー
も
実
施
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、開
発
途
上
国
に
提
供
し
た

日本の支援で建設されたインドネシアの橋（上）とミャンマーの小学校（下）。
インフラ整備とミャンマー支援はODA外交のカギとなる

（注）カッコ内は前年度比。四捨五入の関係上、合計に不一致あり。

「二国間オフセット・クレジット制度」

モンゴルと連携し
温室効果ガス排出削減に貢献！

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
の
た
め
の
技
術
、

製
品
、シ
ス
テ
ム
、サ
ー
ビ
ス
、イ
ン
フ
ラ
な
ど

に
よ
っ
て
実
現
し
た
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目

標
の
達
成
に
活
用
す
る
も
の
。途
上
国
の
状

況
に
応
じ
て
、柔
軟
か
つ
迅
速
に
技
術
移
転

や
実
施
体
制
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
点
が

特
徴
だ
。

　
日
本
は
こ
れ
ま
で
、国
際
的
な
議
論
な
ど

を
通
じ
て
、同
制
度
を
提
唱
し
て
き
た
経
緯

が
あ
る
。
今
後
は
さ
ら
に
、こ
う
し
た
制
度

な
ど
の
積
極
的
な
活
用
を
通
じ
て
、世
界

全
体
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
に
貢
献

し
て
い
く
考
え
だ
。

　
現
在
、モ
ン
ゴ
ル
に
加
え
て
、バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
や
ベ
ト
ナ
ム
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
と
も

「
二
国
間
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
」の

導
入
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
る
。こ
れ

ら
の
国
々
で
は
、具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
実
現
可
能
性
を
測
る
調
査
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。

開発途上国への温室効果ガス排出削減技術、製
品、システム、サービス、インフラなどの普及や対策
を通じて、実現した温室効果ガス排出削減・吸収
への日本の貢献を定量的に評価し、日本の削減目
標の達成に活用する。

二国間オフセット・クレジット制度

第5回アフリカ開発会議（TICAD V）

日 本 モンゴル

日本の削減
目標達成に
活用

温室効果
ガスの排出
削減・吸収量

クレジット

合同委員会

プロジェクト
の実施

技術、製品、
システム、サービス、
インフラなど

平成25年度ODA予算（政府案）

前回の「第4回アフリカ開発会議（TICADⅣ）」にて。TICAD V
では来日したアフリカの首脳陣を交えてさまざまなサイドイベント
が開催される予定

両国の政府関係者が一堂に会し、二国間文書への署名が行わ
れた

開催日時：2013年6月1日（土）～3日（月）
開催地：横浜市

「躍動するアフリカと手を携えて
―質の高い成長を目指して―」

主なテーマ

①強固で持続可能な経済

②包摂的で強じんな社会

③平和と安定

外務省所管 一般会計

技術協力（ＪＩＣＡ運営費交付金）

その他

無償資金協力

分担金・拠出金

計

1,642億円
（1.6%増）

499億円
　　（2.5％減）

4,212億円
（0.7%増）

1,469億円
（1.1%増）

601億円
（0.4%増）
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